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議  事  録 

 
議 長   只今より、令和５年６月定例農業委員会を開会させていただきます。  

まず、はじめに、携帯電話につきまして、会議中電源をお切りになるかマナー

モードにしていただくようお願いいたします。  

なお、この会議は農業委員会等に関する法律第３２条に「総会は公開する」旨

規定されておりますので、傍聴の希望があれば原則入室の許可をするものといた

します。 

 

事務局   傍聴者はおりません。 

なお本日の委員会は、農業委員定数１４名中１１名の委員が出席とのことで、

農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、定足数に達しておりま

すので、本日の議事は成立していることをご報告申し上げます。  

また、推進委員は６名中４名の委員が出席されておりますので、併せてご報告

申し上げます。 

 

議 長   本日、ご審議をしていただく案件は５件、ご報告申し上げます案件は３件とな

っております。 

署名委員ですが、前田委員と小澤委員です。 

最後まで、よろしくお願い申し上げます。 

それでは議案第４号を議題とします。まず、事務局から議案の朗読をお願いし

ます。 

 

事務局   議案第４号 農地法第３条の規定による許可申請書審議の件  

次のとおり、農地の所有権移転の申請があったので、委員会の意見を求める。 

 令和５年６月６日提出  河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

１番案件 朗読 

 

なお、農地法第３条第２項各号の判断については、お手元の調査書のとおり、

許可要件のすべてを満たしていると考えます。  

以上でございます。 

 

地区委員  それでは議案第４号につきまして、ご説明させていただきます。  

５月８日に●●●●●氏と会い、現地確認をしてきました。 

場所は、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

申請地は、●●●●●さんや●●さんが生まれた昔の本宅から約２メートル下
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りたところにあり、●●●●●さんが相続した土地です。●●さんは●●●●●

●●に出られていますが、現在歩行が非常に困難で、車にも乗れません。そのた

め、そこに住所を有している●●●●●●さんに管理を任すという、兄弟同士の

譲渡しです。 

●●さんに聞くと、現在は申請地でみかんが２本植わっていますが、今後は空

いているところに柿かみかんを植えたいと仰っていました。申請地は道路から段

差が少しあるので、耕運機を入れる道はありません。  

以上よろしくご審議お願いします。 

 

議 長   ありがとうございました。皆さんからのご質問、ご意見を求めます。  

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。 

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。次、議案第５号につきまして、案件の朗読をお願いします。  

 

事務局   議案第５号 農用地利用集積計画の作成について 

次のとおり、河内長野市長から農用地利用集積計画の作成について諮問があっ

たので、農業経営基盤強化促進法の一部を改正する法律による改正前の農業経営

基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき委員会の意見を求める。  

 令和５年６月６日提出   河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

   １番案件 朗読 

 

なお、本件については、業経営基盤強化促進法の一部を改正する法律により、

経過措置として適用される改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の経

営面積・従事日数などの許可要件のすべてを満たしていると考えます。  

以上でございます。 

 

農林課   議案第５号案件につきまして、ご説明申し上げます。  

今回、利用集積計画の作成を申し出た借り手、貸し手及び対象農地については

議案書のとおりでございます。 

本件につきましては、借り手である●●氏と貸し手である●●氏及び●●氏と

の間で、３年前に設定された利用権について、その契約の更新を行うために申請

されたものであり、今回が初めての更新となります。 
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借り手の●●氏におかれましては、●●●●●●●●●●●●●●を卒業後、

●●●●●●●●●において所定の課程を修められるとともに、１０年ほど前ま

では研究者としてイチゴのハウス運営の実践研究等を行っておられました。当該

農地においては平成２６年度より利用権設定により借り受け、主にイチゴを作付

けされておられます。現在も和歌山県の椎茸関係の会社に勤められておられます

が、くろまろの郷が近いことから、将来的にはイチゴの収穫体験も計画されてお

れます。 

一方、貸し手につきましては、当初は●●●●●●●●●●●●●●氏と●●

氏との間で利用権が設定されました。その後●●氏がお亡くなりになられ、ご息

女である●●氏・●●氏が共有で当該農地を相続されたため、前回の利用権設定

からは●●氏・●●氏との契約となっております。●●氏及び●●氏につきまし

ても、遠方に在住であることから農地の日常管理が難しいため、当該農地の管理

を引き続き●●氏に任せたいという意向を持っておられます。 

当該利用権設定により遊休農地の削減、当地区の農業振興並びに景観の保全に

ついても有効な手段であると判断し、申請を受理し本諮問に至った次第でござい

ます。 

以上、本件諮問の趣旨をご理解のうえ、ご審議いただきますようよろしくお願

いいたします。 

 

地区委員  それでは、議案第５号案件について、ご説明させていただきます。  

５月３１日に現地調査として、私１人で見に行き、６月１日に、本人と夜電話

をして様々な内容を聞きました。 

場所は、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

借り手の説明については農林課の説明と一部重複しますが、今回の申請は、●

●氏と●●氏との間で利用権の存続期間を３年間と設定され、更新するものです。 

●●氏は●●●●●●●●●●●●●●を卒業後、●●●●●●●●●におい

て所定の課程を修められるとともに、イチゴのハウス運営の実践研究等を行って

おられました。平成２６年度より利用権設定により借り受け、様々な品種のイチ

ゴを栽培されています。私が第１回目のときに、多くの品種を植えていますねと

言ったら、適地を考えていると仰ってました。今回、ある程度品種を絞り込んで

栽培され、大体１０００株ほどを目標にイチゴの収穫体験を計画していると仰っ

ていました。是非とも早く実施してくださいと、念を押して申し入れておきまし

た。 

現在は、勤めておられる和歌山県の椎茸関係の会社で菌を培養し、菌床を販売

しているということを聞いております。 

以上よろしくご審議お願いします。 
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議 長   ただいま、農林課と地区委員から説明がありました。皆さんからのご意見、ご

質問を求めます。 

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。 

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。次、議案第６号の朗読と説明をお願いします。 

 

事務局   議案第６号 河内長野市農業委員会農地等の利用の最適化に関する指針の改

訂について 

次のとおり、河内長野市農業委員会農地等の利用の最適化に関する指針の改訂

について、委員会の意見を求める。 

 令和５年６月６日提出  河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

１番案件 朗読 

 

   引き続き、議案第６号案件につきまして、ご説明申し上げます。  

まず、変更点をお話しさせていただきます。 

「１．遊休農地の解消について」の「（３）遊休農地の発生防止・解消の評価

方法」が加わりました。「２．担い手への農地利用集積について」と「３．新規

参入の促進について」についても、評価方法を加えるよう国から通知がありまし

たので、指針を改正しております。 

なお、１．（３）、２．（３）、３．（３）の評価方法は、国からの通知どおりに

しています。 

また、「３．新規参入の促進について」は、（３）の評価方法を加える以外にも、

（１）新規参入の促進目標を１経営体から３経営体に変更しています。変更した

理由は、河内長野市の農業経営基盤強化促進基本構想内での目標数を３経営体と

定めているからです。また、この後に審議していただく令和４年度の農地利用の

最適化の推進の状況と重複しますが、コロナの影響もあり、新規就農の方が４経

営体から８経営体とかなり増えたこともあり、目標を３経営体に変更しています。 

以上が今回の改正内容ですが、河内長野市農業経営基盤強化促進基本構想が今

年の９月に変更される予定です。変更内容を把握しているので、指針にその内容

を反映していますが、令和６年３月にも基本構想が変更される予定があるという

情報を本日の午前の会議で得ました。そのため、河内長野市農業委員会農地等の

利用の最適化に関する指針の２．（１）で定めている担い手への農地利用集積目
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標値は基本構想を参考にしているので、見直しを図らせていただくことになると

思います。 

なお、現時点では、目標である遊休農地率０．２％以下、担い手への農地利用

集積率２５％、新規参入数の３経営体については見直されていないので、この目

標値は変更せず、令和６年３月に見直させていただこうと思います。  

以上よろしくご審議お願いします。 

 

議 長   皆さんからのご質問、ご意見を求めます。 

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。 

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。次、議案第７号の朗読と説明をお願いします。 

 

事務局   議案第７号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他事

務の実施状況の公表について 

次のとおり、令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他事

務の実施状況の公表について、委員会の意見を求める。 

令和５年６月６日提出  河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

１番案件 朗読 

 

   引き続き、議案第７号案件につきまして、ご説明申し上げます。  

まず、「Ⅰ 農業委員会の状況」の「１ 農業委員会の現在の体制」では任期

及び委員数を、「２ 農家・農地等の概要」では、主に農林業センサス報告書を

基にした経営体数等の数字を記載しています。耕地面積は４７０ヘクタールとい

うことで、少しずつ減少しています。平均的に減ってる数を集計しますと、１０

年後には４４０ヘクタールほどになると思われます。 

次に、「Ⅱ 最適化活動の実施状況」の「１ 最適化活動の成果目標 (1)農地

の集積」では、まず「①現状及び課題」として、農地面積、集積面積及び集積率

を記載しています。 

「②目標」では、集積率の最終目標は２５％、令和４年度中に数字にしますと

１ヘクタール、６．４％まで上げるということになります。 

「③実績」では、令和４年度の新規集積面積の０．２７ヘクタールを記載して

います。昨年度も利用集積がたくさんありましたが、計上できるのは、国の認定
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農業者など限られた方の利用集積の面積のみです。年度末の集積面積は０．２７

ヘクタールの微増となり、目標の１ヘクタールに向けて検討することになってい

ます。 

国は、現在、この集積について限られた国の認定農業者等にしか面積算入を認

めていませんが、今後どうなっていくのかと思っています。 

農業経営基盤強化促進法の改正なども受けて、今までは農業者だけが農業を支

えるという形でしたが、下限面積も廃止され、一般の方々の面積もいずれは入る

かもしれません。しかし、今は厳しい条件がついていますので、このような数字

になっています。 

次に、「（２）遊休農地の発生防止・解消 ①現状及び課題」では、遊休農地面

積０．７７ヘクタールのうち緑区分の遊休農地面積が０．５１ヘクタール、黄区

分の遊休農地面積が０．２６ヘクタールと記載しています。  

下の「②目標」のところ見ていただくと分かりますが、以前は緑区分の遊休農

地面積を０．１３ヘクタール、緑区分の遊休農地の解消目標面積を０．０３ヘク

タールとしていましたが、８、９、１１月に実施した農地パトロールなどの分を

計上したり、今まで緑区分か黄区分か不明だった遊休農地を整理したところ、遊

休農地面積が０．７７ヘクタールになりました。指針では、遊休農地率０．２％

以下を維持すると定めていますので、０．９４ヘクタール以下となり目標達成し

ていますが、前年度に比べ少し増えてしまうという状況です。 

次に、黄区分の遊休農地面積０．２６ヘクタールは、ほ場整備等により解消を

目指すということを記載しています。 

また、「④その他」の農業委員会の点検結果では、「黄区分約０．１ヘクタール

が農業経営基盤強化促進法による利用権設定で解消したが、利用状況調査の実施

により遊休農地の面積は増加。今後、遊休農地の解消を図る。」と記載していま

す。 

「（３）新規参入の促進 ①現状及び課題」では、令和元年度から令和３年度

までの新規参入者数及び面積を記載しています。令和４年度の目標面積は０．７

ヘクタールでしたが、実績は８経営体の新規参入があり、１ヘクタールとなりま

した。 

次に、「２ 最適化活動の目標 （１）推進委員等が最適化活動を行う日数目

標」では、皆さんに記載していただいている活動計画を平均すると５．０９日と

なったことから、１人当たりの活動日数目標を月５日としています。  

「（２）活動強化月間の設定」では、８、９、１１月に農地パトロールを実施

し、意見交換を行ったということで、目標と実績ともに同一の内容を記載してい

ます。 

「（３）新規参入相談会への参加」では、昨年１１月に●●委員に日野コミュ

ニティセンターに行っていただき、農業研修講座の修了式のときに受講生を対象

に相談会を実施していただいたことを記載しています。 

以上のことから、「目標の達成状況の評語」は「目標に対して期待どおりの結
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果が得られた」と記載したいところですが、この項目の下に「推進委員等の点検・

評価結果」がございまして、先程、国の通知によって評価すると何度か言ってい

たと思います。その数字のとおり点数をつけたところ、一番下の評価結果になっ

てしまいます。まず、月当たりの最適化活動の日数は５．０９日でしたが、基準

では６日から７日活動して４点加点されるという非常に厳しい状況です。活動日

数が一番多い委員は７日なのでランク上がるかと思いましたが、それでも厳しか

ったというところです。月当たりの活動日数は目標どおりであったことと、新規

参入の促進率が１１０％以上ということで加点もありましたが、今回は黄区分の

遊休農地面積で加点なしとなり、非常に厳しい評価になってしまっていました。 

以上よろしくご審議お願いします。 

 

議 長   皆さんからのご質問、ご意見を求めます。 

 

委 員   加点をもう少し増やすためには、どうすればいいか。  

 

事務局   加点しやすい項目は、ほぼありません。一番基準が分かりやすいのは最適化活

動日数ですが、６日から７日で４点、８日から１２日で８点、１３日以上で１２

点加点されます。 

なお、次のランクに上がるためには、１５点を上回らなければなりません。今

回は新規参入の方が１１０％以上だったので、今回は４点あるんですけれど、そ

れに４点加われば、もうそれだけで次のランクにいけます。あと最低で１点、加

わるところがあります。そこらで少し上に上がれるという状況です。 

 

委 員   月のうち、半数以上は活動するのか。 

 

事務局   国は最初、毎日行ってくださいという感じで厳しいことを言っていましたが、

それが現実できるかという状況です。 

 

委 員   働いている人にはなかなか厳しい数字ですよね。それに代わるものは、探して

もなかなかないですね。 

大阪での農業だと、先程も言ってた集積率２５％なんて、基本的には望めない

数字なのかな。 

 

事務局   しかし、当市の農業経営基盤強化促進基本構想で、府の方の基本方針の流れか

らその数字が指定されており、動かせないため加点していただくのが難しい状況

になっております。 

本日の議題にもなっている利用集積では、委員の皆様に現地に行っていただき、

利用集積の話をまとめていただいていますが、この集積率というのは、認定農業

者の方や大手の農家の方に利用権設定をした場合しか計上されませんので、本市
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のような小規模な貸借を頑張っても指標上はまったく載りません。 

遊休農地でも同じで、草が生えているという通報などを受けてすぐ現場に行っ

ていただいて、解決したとしても、集計に載りません。 

現状ではこのような計算方法になっていますので、点数を伸ばしていこうとす

ると、もう先ほどの活動日数を増やすぐらいしか方法がない状況です。しかし、

本業の農業がある中で活動日数を増やすのも難しいので、評価は評価として、地

道に利用権設定などを続けていきたいと思います。 

経営体と認められている認定農業者等ですが、認定農業者、認定新規就農者、

基本構想水準到達者、集落営農経営のこの４種類しか認められていないので、ほ

とんどの利用集積が数字に上がらないという状態です。 

 

委 員   一方で、利用権設定自体は、計上されないものばかりで難しいということです

ね。 

大阪版認定農業者は対象外ですか。 

 

事務局   そうです。国版までと限定的です。 

 

委 員   大阪版が認められたら、例えば利用集積のときに優先して取ってもらえばいい

ですね。 

 

事務局   そうですね。先程説明がありましたが、国も大手の農家だけでなく、様々な担

い手を認めていく方針に変わりつつありますので、今後この指標のとり方が直さ

れる可能性もあります。しかし、現時点では、このようになっているという状況

です。 

今朝の会議でも、大阪府の基本方針では、固い基準から少し緩い農業を、家庭

菜園に近いものまで拾えないかというような案が出ており、他市の意見でも、法

律も変わったからそこも入らないといけないのではないかということも聞いて

います。 

 

議 長   他にご質問、ご意見はございませんか。 

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。  

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。次、議案第８号の朗読と説明をお願いします。 
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事務局   議案第８号 令和５年度最適化活動の目標の設定等について  

次のとおり、令和５年度最適化活動の目標の設定等について、委員会の意見を

求める。 

     令和５年６月６日提出  河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

１番案件 朗読 

 

引き続き、議案第８号案件につきまして、ご説明申し上げます。 

「Ⅰ 農業委員会の状況」については、議案第７号と内容が重複していますの

で、割愛します。 

「Ⅱ 最適化活動の目標」をご覧ください。こちらも議案第７号の「Ⅱ 最適

化活動の実施状況」の数字とほぼ同じです。 

「１ 最適化活動の成果目標」のうち「（１）農地の集積 ②目標」では、農

業経営基盤強化促進基本構想を基にして集積率を２５％とし、新規集積面積 1 ヘ

クタールとしていることから、今年度末の集積面積は３０ヘクタールとしていま

す。 

「（２）遊休農地の解消」では、議案第７号でもご説明したとおり、農地パト

ロール等で遊休農地の面積を見直した結果０．７７ヘクタールとなり、このうち

緑区分の遊休農地面積は０．５１ヘクタール、黄区分の遊休農地面積は０．２６

ヘクタールです。 

なお、緑区分は解消するとすぐに農業が可能という土地であることから、緑区

分の解消を推奨しており、緑区分の遊休農地面積の５分の１の面積を記載するよ

う設定されているので、緑区分の遊休農地の解消目標面積は、０．１ヘクタール

としています。 

また、黄区分の遊休農地は、ほ場整備導入により解消を目指します。  

そして、昨年度に新規発生した緑区分の遊休農地の解消目標面積は、０．３８

ヘクタールとさせていただいています。０．５１ヘクタールが全体、うち０．３

８ヘクタールは新規分です。 

次に、「（３）新規参入の促進 ①現状及び課題」では、令和２年度からの新規

参入者が２経営体、４経営体、８経営体ということで、令和４年度に８経営体、

１ヘクタールの参入がありました。河内長野市農業経営基盤強化促進基本構想の

方は目標数を３経営体としていますので、３経営体程度を見込みたいと思ってい

ます。 

「２ 最適化活動の活動目標」のうち「（１）推進委員等が最適化活動を行う

日数目標」では、議案第７号で昨年度の活動日数が５．０９日と報告しましたが、

国からの通知で昨年度実績より上回るよう指示がありましたので、１人当たりの

活動日数を６日に設定しています。 

「（２） 活動強化月間の設定目標」は、昨年度と同じ８、９、１１月の農地パ
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トロールを中心に設定しています。 

また、「（３）新規参入相談会への参加目標」は、昨年●●委員に行っていただ

いた相談会について記載していますが、今年は同相談会が１１月３０日に決まり

ましたので、どなたかにお願いしたいと思っています。 

以上よろしくご審議お願いします。 

 

議 長   ありがとうございました。皆さんからのご質問、ご意見を求めます。  

 

      （なしの声あり） 

 

議 長   ご意見がないようでしたら、本案件については承認としてよろしいでしょうか。 

 

      （異議なしの声あり） 

 

議 長   ご異議なしと認めます。よって、本案件については、承認することと決しまし

た。 

これで審議案件５件は終了しましたので、報告案件に入りたいと思います。  

本日、ご報告申し上げます案件は、３件でございます。ご質問ご意見につきまし

ては、報告案件終了後に承りたいと存じます。  

では、報告第６号案件の朗読と説明をお願いします。 

 

事務局   報告第６号 農地法第４条第１項第７号の規定による農地転用届出書について  

次のとおり、農地転用の届出を受理したので、委員会に報告する。  

 令和５年６月６日提出   河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

      １番案件 朗読 

 

   なお、対象地につきましては、市街化区域内の農地であることから、農地法第

４条第１項第７号により届出を出されたものであり、本届出については、「農地

法関係事務処理にかかる処理基準」第６の３の（２）の届出書に添付すべき書類

が添付されていない場合など、届出を受理しない場合に該当しないため、本件受

理については、問題ありません。 

      また、届出地については、本年３月９日に生産緑地の指定が解除され、現況は

耕作されていますが、届出者の意向により、資材置き場として利用したいとのこ

とです。周囲の農地及び水路等に影響のないように利用するとのことですので、

問題ないと考えます。 

 

議 長   次に、報告第７号案件の朗読と説明をお願いします。 
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事務局   報告第７号 農地法第５条第１項第６号の規定による農地転用届出書について  

次のとおり、農地転用による使用貸借権設定の届出を受理したので、委員会に

報告する。 

 令和５年６月６日提出   河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

      １番案件 朗読 

 

   なお、対象地につきましては、市街化区域内の農地であることから、農地法第

５条第１項第６号により届出を出されたものであり、本届出については、「農地

法関係事務処理にかかる処理基準」第６の３の（２）の届出書に添付すべき書類

が添付されていない場合など、届出を受理しない場合に該当しないため、本件受

理については、問題ありません。 

   また、届出地については、本年５月１日に生産緑地の指定が解除され、現況は

耕作されておられますが、設定人の娘さんの家を建てるため、転用するとのこと

です。住宅を建てるにあたり、周囲に迷惑をかけない旨、届出者に確認していま

すので、転用に際し、問題はないと考えます。以上です。  

 

議 長   次に、報告第８号案件の朗読をお願いします。 

 

事務局   報告第８号 農地法第１８条第６項の規定による通知書について  

次のとおり、解約通知があったので、委員会に報告する。  

 令和５年６月６日提出   河内長野市農業委員会会長  垣内 俊夫 

 

      １番案件朗読 

 

地区委員  それでは、議案第８号案件について、ご説明させていただきます。  

      ５月２６日に立会いをしました。 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。 

賃借人の●氏は、綺麗に四隅にまで様々な野菜を栽培されていました。  

賃貸人の●●氏は●●に住んでおられ、本宅にはときどきしか帰られないとい

うことです。 

今回、高向・上原地区の整備計画事業において双方とも合意のもと売却すると

いうことで、賃借の解約もしたものです。 

以上です。特に問題はございません。 

 

議 長   以上、報告案件３件、ご報告をいただきました。皆さんのご質問、ご意見を求

めます。 
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      （なしの声あり） 

     

議 長   ご意見がないようでしたら、以上をもちまして、本日の審議案件と報告案件を

終了させていただきます。 
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議事録作成者 ●●● ●●●● 

 

河内長野市農業委員会に関する規程第１８条第３項によりここに署名する。  

 

議  長 垣内 俊夫  

署名委員 前田 一郎  

署名委員 小澤 勝  

 

 

協 議 会 

 

協議事項 

 

1  ７月定例農業委員会について 

開催日  令和５年７月５日（水）午後１時３０分から  

場 所  行政委員会室 

 

2  大阪農業時報第８４９号について 

 

3  活動記録カードについて 

 

4  生産緑地の斡旋協力について 

 

5  会議録のインターネット公表について 

 

6  その他 
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令和５年６月定例農業委員会出欠状況 

 

【農業委員１４名・推進委員６名】 

番号 氏  名 委 員 ・ 役 職 名 出欠状況 備  考 

１ 峯芝 謙次 農業委員・副会長 出席  

２ 峯垣外 薫 推進委員 出席  

３ 増田 勝紀 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

４ 小西 康之 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

５ 藪本 源悟 推進委員 出席  

６ 新谷 直美 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

７ 谷口 耕一 推進委員 出席  

８ 西  定彦 農業委員 出席  

９ 垣内 俊夫 農業委員・会長 出席 議長 

１０ 北谷 清一 推進委員 出席  

１１ 田中 一郎 農業委員 欠席  

１２ 前田 一郎 農業委員 出席 議事録署名人 

１３ 泰中 利郎 推進委員・幹事・企画編集委員 欠席  

１４ 宗野 敏雄 農業委員・幹事・企画編集委員 欠席  

１５ 松浦 孝次 農業委員 出席  

１６ 池西 一郎 推進委員 欠席  

１７ 小澤  勝 農業委員 出席 議事録署名人 

１８ 村田 洋三 農業委員・幹事・企画編集委員 出席  

１９ 中野  毅 農業委員 出席  

２０ 比嘉 一美 農業委員 欠席  

 


